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ふぉれすと鉱山の事業
子ども自然博士講座、ふぉれすと鉱山冬まつり、ネイチャーハイク

リレーコラム　カマンペツに呼ばれて
澤田　時人

スタッフルーム
MJ days 花ある紀 / スタッフコラム / ふぉれぼらこら / カウンタ
ーのうらがわ
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2010年のはじまりの冬をめいっぱい楽しむ！

冬こそ外へ！イベント紹介
今年の冬はどんなふうに過ごしますか。ふぉれすと鉱山では、冬でも外へ！のイベントが目白押し。

たまには、冬の太陽を浴びてみませんか。

　前回の「子ども自然博士講座」のテーマは夏ということで、「トンボ」！

みんなでトンボを追いかけて、トンボ博士になりました。

　そして動植物とあまり出逢えないこの季節、テーマは「歴史」。木々

の合間から見られるのは、かつて栄えた鉱山町の思い出たち…これら鉱

山の歴史は、自然と深くつながっています。冬の「子ども自然博士講座」

は「鉱山町の歴史」をもとに、みんなで歩いて、見て、お話を聞いて、

考えて、「自然博士」をめざします。

冬まつりとのコラボ企画も現在計画中。お楽しみに。

冬の森から学べ！

子ども自然博士講座 2月6日（土）～7日（日）
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　かんじきをはいて、森の中へ出かけます。いつもより、のんびりゆっ

くり時間をかけて出会う森の表情は、ちょっぴり新鮮。雪の上の動物の

足跡から、ちょっぴりふくらんできた木々の芽から、春に向かってそよ

ふく風から、発見することがあるはず。雪の中でのティータイムも楽し

みます。

今年はどんな冬遊びが！

ふぉれすと鉱山冬まつり 2月7日（日）

雪の中を自由自在！

ネイチャーハイク  2月20日（土）

　冬本番の２月！一面銀世界の鉱山で、おまつりがあります。

　この時期だからこそ、思いっきり雪を満喫しよう！

そりすべりなどの雪遊びを中心にさまざまなプログラムを企画します。

歩いて、走って、すべって、転んで（!?）、冬の鉱山にあそびに来てく

ださい！



『鉱山町界隈のマニアチック的遊び方』

　今回は鉱山町周辺をうろついている自称・登山愛好家がおくる

マニアチック登山のすすめです。それなりの体力と気力があれば

人が踏み入れない場所に行けます。

　まず、カムイヌプリ北面登山です。カムイヌプリ頂上の北面か

ら登れるコースをみなさん、ご存じでしょうか。ただし、コース

と言っても登山道がありません。幌別ダムから上田商会㈱川上工

場を通り過ぎ、魚道入り口の付近で左の林道を突き詰めると、砂

防ダムを最終地点から道無きところを登り、カムイヌプリの本来

の頂上７５０メートルを左に巻いて頂上直下の登山道に出るコー

スです。途中、斜面の急なところは枝や笹をつかんで登ることも

できますが、ロープがあるとより安全に登れます。経験者と一緒

に行くと心強いでしょう。いつもは幌別ダム向かいのトラシナイ

林道を使って、登るコースが一般的ですが、私は今までに晩秋と

初冬にそれぞれ１回、北面コースを使って登っています。時間に

すると１時間半から２時間ほどでしょう。晩秋から初冬にかけて

行くと、葉も落ち、周囲が見やすくなります。

　もう一つのおすすめは、夏の沢登りです。コースとしては滝沢

がおすすめです。カムイヌプリと鷲別岳の鞍部（コル）に出て、

カムイヌプリ頂上に行けるコースです。このコースは「ガンさん

が行く　沢登り」という北海道内の沢登りを紹介している上巻だ

ったかな、これにちゃんと紹介されています。このコースは鉱山

町から鷲別来馬川沿いの林道へ入り、川又温泉への道との分岐の

先にゲートがあり、そこから登り始めます。標高300ｍ付近は大雪

山のクワウンナイ川の滝の瀬十三丁のような滑滝（なめたき）が

続きます。油断できない所は二つの釜を持った狭い滝ですが、ロ

ープを使ってクリアできます。鞍部からは鷲別岳（室蘭岳）やカ

ムイヌプリの頂上へ行けます。

　希望者がいれば私がガイドしますので、私に声をかけてくださ

い。ちなみに私は世の中に埋もれかけた「登山ガイド」です。い

つもどこかの山に行きたいと渇望している私と道内の山を登りま

せんか。

澤田　時人 （さわだ　ときひと）

元ネイチャーセンター長。

現在は登別市観光経済部に所属し、

観光、農林水産、商工労政と幅広い

業務に従事。趣味は静と動の使い分

けをしており、静は読書と書道、動は

登山。登山ガイド資格は平成１４年に

北海道から認定済み。
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　2月11日（木・祝）10:00～鉱山町界隈を歩くスキーで楽しむ『歩くスキー

遠足』を実施します。普段歩くスキーコースとして使われている林道ばかりで

はなく、森の奥まで遠足気分で1日楽しみます。‘鉱山町界隈マニアチック的

遊び方’のひとつに参加してみませんか。



スタッフコラム④

モノトーンに想う

　冬枯れは辺りをモノトーンへと…生き物にとって厳しい季節となる。

　

　植物はこの季節をどのように乗り切り、新たな季節を迎えるのだろ

うか。悠久の時間を経て進化を続け、寒さに耐え得る仕組みを発明し

てきた。

　　　植物は気温に応じて体温が変動する変温生物であり、生存でき

　　　　　る限界温度というのがほぼ決まっている。…と言う学問は

　　　　　ともかく、すごい生命力ではある。

　あのか弱い花たちが凍てつく日々をクリ

アして暖かな春を迎えるのである。

　人間の時間軸ではとうてい計り知れない

長きにわたって繰り返し繰り返し子孫を残

し生き続けている。

　寒さに耐え、早春にはフクジュソウが花

弁をいっぱいに広げ、陽光を浴びている様

子を想像すると今から楽しみである。

２００９年１２月記

　松原條一

 「北の国の冬というもの」

　北海道に来て、早 8ヶ月。

 クーラーが必要なく、長袖でも生活できるすずし～い夏を乗り越え、

いよいよ雪の季節が迫ってきました。

　生まれてから高校までは神奈川県湯河原町、大学～大学院時代は東京都八

王子市と、積雪とはほとんど無縁の生活でした。

 特に湯河原では太平洋に面しているため暖かく、年１～２回は雪が降るけれ

ども積もることはほとんどありません。積もってしまったら一大事！学校は

登下校が危ないからと休校になった記憶があります。家の周りで雪遊びをし

た記憶は数えるほどしかありません。

 八王子は山に囲まれていたため、積雪は毎年１～２回はありましたが、交通がマヒするなど生活にジ

ャマになるものでした。

 こんな感じで、今まではあまり雪とはいい思い出・経験がないんです。

なので、歩くスキー、かんじき、そりなど色んな雪遊び。冬の森で出会える動植物の痕跡（できれば本

人たちを見たい！）。雪が積もらなければ入っていけないところ。木々や葉で隠れていた鉱山の遺産…

色んな " 冬 " を体験したいです。

 この冬は " 滑り落ちないように " 思いっきり楽しみたいと思います。

土屋俊幸（つっちー）

④

つっちー
冬日記

北国でのはじめての冬。
満喫してね！
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ヂカタビレンジャーチームの活動は。
　ふぉれすと鉱山の大地に両足でガッチリ立ち、明治からの歴史の流れを感じながら

現代社会のニーズにつなげる構想を抱き、ふぉれすと鉱山周辺の7haの森を「鉱山流

里山づくり100年計画」という壮大なプロジェクトに基づき発足したチームです。

2008年４月から活動をスタートし今年２年目を迎え、ササ刈り、種集め、植樹、伐採、

まき割り、炭づくりなどの月１回第４土曜日に里山プログラムとして展開しています。

また、毎週木曜日に集まり、里山の整備とプログラムの準備を行っています。

モモくらチーム紹介第３弾！100年後という長い時間を見越して森づくりの活動し

ている『ヂカタビレンジャー』チーム。リーダーの伸吾さんにお話をお伺いしました。

⑨
今年助成金を取って活動をしました。
　今年は、チーム活動としてコープ未来の森づくりの助成金をいただ

きました。チームの里山づくり研修を目的に、9月14日当別市北海道

医療大学付属薬用植物園北方系生態観察園に出かけ、准教授薬学博士

の堀田先生の指導を受けてきました。里山づくりは、自然に感動して

植物に感謝の気持ちを持って愛の声かけをすることなど学んできました。

これからの夢は…
　今年は、「鉱山流里山づくり100年計画」の２年目。残り

98年あり鉱山流里山づくりの基本となる『My Tree My Forest』。

自然と一体になり、森の木々を大切に愛をいただき、おいしい

空気とパノラマの世界の中で少し忘れかけていた森との関係を

取り戻し、人・親子・社会を共に感謝の気持ちを持ち、子ども

たちの育成を将来へ続けていきたいと思います。鉱山流里山づ

くりをみなさんの手で輪にしていきたいです。いつでも参加大

歓迎！シンチャンへの声かけも待っていますよ！

チーム編

▲



■KOUZAN  EVENTs 鉱山で行われるイベントチェック！

最新情報はこちら！→http://npo-momonga.org/
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EDITOR'S LOUNGE

JR幌別駅より

車で15分

■KOUZAN INFORMATIOIN ふぉれすと鉱山ご利用のご案内

開館 9:00～17:30 入館料 無料

休館日： 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日が休館となります） 、年末年始
※7月、8月は休館日なし

■宿泊料 チェックイン 14：00～

チェックアウト ～11：00

大人 1人 1,800円

高校生 1人 1,200円

小・中学生 1人 500円

幼児（4歳以上） 1人 200円

※3歳以下は無料

テント1張 1泊 500円

暖房費 1人1泊 100円 （暖房使用時にいただきます）

とうとう“しばれる”という言葉が似合う季節になって
きました。北海道の方言ですが、すごく寒い状態を表し
ています。ここ鉱山も例外ではなく、この季節だからこ
そ外で（！）の考えのもと、冬のプログラムを展開して
います。ぜひ、遊びに来て「今日はしばれるね～」とい
う会話を楽しんではいかがですか。（や）

3月

2月

1月 〔7日～11日〕のぼりべつまるごと体験スクール

〔7日〕ふぉれすと鉱山利用者会議～学校編

〔8日〕教員向け指導者養成講座③

〔9日～11日〕コーザンスペシャルウィーク

〔9日〕歩くスキー

〔10日〕鉱山大捜査線

〔15日〕森のサロン

〔16日〕もりもり森ン子くらぶ

〔17日・24日〕森のようちえん

〔4日〕たまにはアウトドアライフ

〔6日～7日〕子ども自然博士講座

〔7日〕ふぉれすと鉱山冬まつり

〔10日～11日〕森のサロン

〔11日〕歩くスキー遠足

〔13日～14日〕もりもり森ン子くらぶ

〔14日、21日〕森のようちえん

〔4日〕たまにはアウトドアライフ

〔14日、21日〕森のようちえん

〔14日〕ひげ工房木の学校

〔20日〕森のちょこっとひろば

〔21日〕ガイドウォーク12

〔22日〕ふんわり羊毛クラフト④

〔23日～24日〕わんぱくキャンプ・冬

〔23日〕ながぐつレンジャー

みんなに活動を伝える広報講座

〔24日〕ひげ工房木の学校

〔30日〕ヂカタビレンジャー

〔31日〕父と子の日③

〔17日〕森のちょこっとひろば

〔18日〕ふんわり羊毛クラフト⑤

〔20日〕ながぐつレンジャー、ネイチャーハイク

〔21日〕ひげ工房木の学校

〔25日〕ガイドウォーク13

〔27日〕ヂカタビレンジャー

〔18日〕ガイドウォーク14

〔20日～21日〕ながぐつレンジャー

〔27日〕ヂカタビレンジャー


